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こ
れ
ま
で
の　
　
　

取
り
組
み

　

区
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の

方
々
と
行
政
か
ら
な
る
「
杉
並

区
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協
議
会
」

で
は
、　

年
７
月
の
削
減
率　

１９

６０

％
を
め
ざ
し
て
毎
年
の
目
標
を

立
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
７
月
の

削
減
目
標　

％
が
達
成
で
き
な

３３

か
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
れ

ま
で
の
運
動
に
加
え
、
区
職
員

に
よ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

全
店
訪
問
協
力
依
頼
、
転
入
者

向
け
チ
ラ
シ
配
付
、
広
報
車
に

よ
る
街
頭
放
送
な
ど
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。

買
い
物
袋
の　
　
　

持
参
伸
び
ず

　

買
い
物
時
の
レ
ジ
袋
の
使
用

状
況
を
調
べ
る
「
マ
イ
バ
ッ
グ

等
持
参
状
況
調
査
」
を
１
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
四
回
目
と
な

る
今
回
の
調
査
は
、
一
般
小
売

店
二
三
二
店
に
調
査
票
を
置

き
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

二
八
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
一
四
店
で
は
調
査
員
を
配
置

し
、
目
視
す
る
方
式
で
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
イ
バ
ッ

グ
等
持
参
率
は
併
用
者
を
含
め

て
も　

・
２
％
に
と
ど
ま
り
ま

２８

し
た
（
図
１
・
２
）。

レ
ジ
袋
削
減
運
動
は

　

％
が
知
っ
て
い
る

７５
　

「
レ
ジ
袋
削
減
運
動
等
に
関

す
る
認
知
度
調
査
」
を
、
１
月

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
満　
２０

歳
以
上
の
区
民
一
四
〇
〇
人
を

対
象
に
郵
送
し
た
調
査
票
を
訪

問
し
て
回
収
す
る
方
式
で
行

い
、
七
〇
八
人
の
回
答
を
得
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
レ
ジ
袋
削

減
運
動
は　

％
の
方
が
知
っ
て

７５

い
る
と
回
答
し
ま
し
た
（
図

３
）。す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
に

つ
い
て
は　

％
の
方
が
知
っ
て

８８

い
る
と
回
答
し
、　

年
７
月
に

１４

実
施
し
た
「
区
民
意
向
調
査
」

の
時
と
同
じ
認
知
度
で
し
た
。

ま
た
税
が
施
行
さ
れ
た
場
合
、

買
い
物
袋
を
持
参
す
る
と
い
う

回
答
は
、　

年
の　

％
か
ら　

１４

６０

７０

％
に
増
え
ま
し
た
（
図
４
）。

☆

　

両
調
査
の
報
告
書
は
、
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、区
政
資
料
室（
区

役
所
西
棟
二
階
）、図
書
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

４
月　

日
に
開
か
れ
た
理
事

１５

会
で
は
、
１
月
に
調
査
し
た
レ

ジ
袋
削
減
運
動
の
認
知
度
は　
７５

％
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
月
の
マ
イ
バ
ッ
グ
等
持

参
率
は
併
用
者
を
含
め
て
も

　

・
２
％
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

２８な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
各
理
事
が
発
言
し
、「
こ
れ
ま

で
の
運
動
を
継
続
す
べ
き
」、

区
で
は
明
日
の
世
代
に
よ
り
よ
い
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
区
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
の
削
減
目
標　

％
の
達
成
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
有
料
化
や
す
ぎ
な
み
環

４０

境
目
的
税
へ
の
意
見
も
含
め
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
お
知
恵
と
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
経
済
課
へ
。

▲

方
南
小
学
校
６
年
・
小
野
実
月
さ
ん
の
作
品（　

年
９
月
応
募
）

１５

「
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
べ
き
」、

「
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
を
施

行
す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
小
委

員
会
を
設
け
て
今
後
の
取
り
組

み
方
針
を
ま
と
め
、
次
回
の
理

事
会
で
論
議
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

エ
コ
シ
ー
ル
で
子
ど

も
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
応
援

　

エ
コ
シ
ー
ル
は
、「
す
ぎ
な
み

エ
コ
シ
ー
ル
事
業
」加
盟
店（
４

月
現
在
九
〇
〇
店
）
で
買
い
物

を
し
て
レ
ジ
袋
を
辞
退
す
る
と

も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
で

す
。
こ
れ
を
二
五
枚
集
め
て
台

紙
に
は
る
と
加
盟
店
で
一
〇
〇

円
相
当
の
買
い
物
が
で
き
ま
す

（
３
月
末
現
在
一
八
万
五
八
四

五
枚
換
金
）。

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
エ
コ

シ
ー
ル
の
小
・
中
学
校
単
位
の

団
体
収
集
を
優
遇
（　

％
割
増

１０

し
換
金
）
す
る
の
に
加
え
て
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
加
盟
店
に

エ
コ
シ
ー
ル
寄
付
箱
を
置
き
、

�
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
と
協
働

し
て
、
学
校
花
壇
の
整
備
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
使
用
の
抑
制
を
目

的
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
一
般
商
店
で
買
い

物
の
際
に
受
け
取
る
レ
ジ
袋

一
枚
に
つ
き
、
五
円
を
課
税

す
る
「
す
ぎ
な
み
環
境
目
的

税
」は
、現
在
施
行
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
施
行
時
期
に
つ
い

て
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
目
標

の
達
成
状
況
と
景
気
の
動
向

な
ど
に
配
慮
し
て
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
削
減
目
標
と
の
ひ
ら
き

が
大
き
く
な
る
場
合
に
は
、

「
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
」

の
施
行
を
視
野
に
入
れ
て
、

具
体
的
な
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
 

課
税
課

問

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の
施
行
を
視
野
に

６
面
に
も
私
た
ち
か

ら
の
お
願
い
が
載
っ

て
る
よ
！
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納
期
限
と
納
付
場
所

納
期
限
と
納
付
場
所

◇
納
期
限

▽
第
一
期
＝
６
月　

日
�

３０

▽
第
二
期
＝
８
月　

日
�

３１

▽
第
三
期
＝　

月
１
日
�

１１

▽
第
四
期
＝　

年
１
月　

日
�

１７

３１

◇
納
付
場
所

○１
 

銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど

○２
 

郵
便
局

○３
 

区
役
所
、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
駅
前
事
務
所

納
税
の
方
法

納
税
の
方
法

　

事
業
所
得
者
な
ど
普
通
徴
収

で
納
め
て
い
た
だ
く
方
は
、
納

税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
税
額

を
納
付
書
に
よ
り
各
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
で
納
め
て

い
た
だ
く
給
与
所
得
者
の
方

は
、
５
月　

日
付
で
会
社
な
ど

１０

給
与
支
払
者
を
通
じ
て
お
送
り

し
た
税
額
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
税
額
が
６
月
分
か
ら　

年
５

１７

月
分
ま
で
の
一
二
カ
月
で
給
与

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

住
民
税
の
普
通
徴
収
分
は
、

銀
行
な
ど
の
口
座
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
期
ご
と
に
金
融
機
関
や
区

役
所
に
出
か
け
な
く
て
も
、
自

動
的
に
口
座
か
ら
振
り
替
え
ら

れ
ま
す
。

　

「
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て
し

ま
い
、
延
滞
金
が
つ
い
て
し
ま

っ
た
」
こ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
口
座
届
出
印
を
押
印
の

う
え
、
直
接
、
区
内
の
取
引
先

の
金
融
機
関
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

○
取
引
先
の
金
融
機
関
に
行
く

時
間
が
な
い
方
は
、
申
込
用
紙

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
納
税
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

○
今
回
、
新
規
に
５
月　

日
�

１０

ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
第

一
期
分
か
ら
口
座
引
き
落
と
し

と
な
り
ま
す
。
５
月　

日
�
〜

１１

７
月　

日
�
ま
で
に
申
し
込
み

１０

を
さ
れ
た
方
は
、
第
二
期
分
か

ら
の
口
座
引
き
落
と
し
と
な
り

ま
す

○
申
込
用
紙
の
置
い
て
あ
る
場

所
は
、
納
付
場
所
の
○１
 

〜
○３
 

と

同
じ
で
す

　
 

納
税
課

減
税
に
つ
い
て

減
税
に
つ
い
て

　

特
別
区
民
税
所
得
割
の
最
高

税
率
を
前
年
度
と
同
率
の　

％
１０

に
据
え
置
き
、
定
率
に
よ
る
税

額
控
除
（
個
人
住
民
税
の
所
得

問

割
額
の　

％
、四
万
円
を
限
度
）

１５

を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

住
民
税
証
明
書
交
付
申
請
書

や
口
座
振
替
依
頼
書
な
ど
申
請

書
等
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
　

年
度
の
住
民
税
の
証
明
書

１６
の
交
付
開
始
日
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　
 

課
税
課

問

日
本
フ
ィ
ル
・
夏
休
み

コ
ン
サ
ー
ト｜

こ
れ
が
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
！

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
音
楽
の
魅
力

と 
醍
醐
味 
を
お
届
け
し
ま
す
。

だ

い

ご

み

生
演
奏
の
迫
力
あ
る
音
色
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
 

７
月　

日
�
午
後
２
時

２９

（
１
時　

分
開
場
） 

な
か
の

３０

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
（
中
野
区

中
野
２
―
９
―
７
） 

出
演
＝

＝
下
野
竜
也
（
指
揮
）、
ア
ナ
ス

タ
シ
ア
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
江
原

陽
子
（
お
は
な
し
と
歌
）、
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

（
管
弦
楽
）
▽
曲
目
＝
第
一
部

＝
歌
劇
「
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド

ミ
ラ
」
序
曲
（
グ
リ
ン
カ
）
／

時

場内

バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
（
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
）、
第
二
部
＝
「
弦

楽
セ
レ
ナ
ー
デ
」
よ
り
第
一
楽

章
（
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
）
／

ボ
レ
ロ
（
ラ
ベ
ル
）、
楽
器
紹
介

あ
り
、
第
三
部
＝
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
に
の
っ
て
み
ん
な
で

歌
お
う
〜
「
さ
ん
ぽ
」、「
た
な

ば
た
さ
ま
」、「
だ
れ
に
だ
っ
て

お
誕
生
日
」、「
翼
を
く
だ
さ

い
」、
ミ
ニ
交
流
会
＝
終
演
後
、

ロ
ビ
ー
で
出
演
者
・
楽
団
員
を

迎
え
て
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

会
を
行
い
ま
す 

大
人
三
〇
〇

〇
円
・
子
ど
も
（
４
歳
以
上
高

校
生
以
下
）
一
五
〇
〇
円
（
全

席
指
定
・
会
員
割
引
あ
り
）

�
杉
並
区
・
日
本
フ
ィ
ル
友
好

提
携　

周
年
記
念 

１０

夏
休
み
子
ど
も
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

◇
「
夏
休
み
子
ど
も
楽
器
体
験

教
室
」｜

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽

器
に
挑
戦
！
先
生
は
日
本
フ
ィ

ル
　

バ
イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
・

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
体
験
教
室
で

す
。
好
き
な
楽
器
を
一
つ
選
ん

で
演
奏
体
験
し
ま
す
。
日
本
フ

ィ
ル
楽
団
員
に
よ
る
素
敵
な
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
お
楽
し
み
に

！
　
 

７
月　

日
�
○１
 

午
前　

時

２８

１０

〜
正
午
○２
 

午
後
２
時
〜
４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　
２２

―　

） 

日
本
フ
ィ
ル
楽
団
員

３２

 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

費

時

場

師

対

 

九
〇
名
（
各
回
四
五
名
／
バ

イ
オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
各
楽
器
一
五
名
ず

つ
・
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
に
「
楽
器
体
験
教
室
」
と

明
記
し
、
学
年
（
在
学
の
場
合

は
学
校
名
）・
希
望
楽
器
（
バ
イ

オ
リ
ン
・
フ
ル
ー
ト
・
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
う
ち
一
つ
）
も
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

に
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係（
〒

　

‐
０
０
４
３
上
荻
３
―　

―

１６７

２９

５
杉
並
会
館
内
）
へ

◇
〈
サ
マ
ー
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
〉
日
本
フ
ィ
ル
金

定

費

申

管
五
重
奏
団
が
贈
る
音
楽
劇

「
く
る
み
割
り
人
形
」

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
美
し

い
音
楽
と
夢
い
っ
ぱ
い
の
物
語

の
世
界
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
 

８
月
３
日
�
午
後
２
時

（
１
時　

分
開
場
） 

勤
労
福

３０

祉
会
館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

出
演
＝
日
本
フ
ィ
ル
金
管
五

重
奏
団
、
江
原
陽
子
（
お
は
な

し
と
歌
） 

大
人
一
五
〇
〇
円
・

子
ど
も
（
４
歳
以
上
高
校
生
以

下
）
一
〇
〇
〇
円
（
全
席
指
定
・

会
員
割
引
あ
り
）☆

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め

　

発
売
開
始
＝
５
月　

日
�
午

２１

後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝
「
夏
休

み
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
○１
 

○４
 

、「
く

る
み
割
り
人
形
」
は
○１
 

○２
 

○３
 

の

窓
口
で
の
販
売
と
な
り
ま
す
○１
 

文
化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
）

２９

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
初
日

は
電
話
予
約
の
み
○２
 

区
役
所
ロ

ビ
ー「
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
」

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
／

３０

い
ず
れ
も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

は
除
く
）
○３
 

地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
／
開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
８
時
○４
 

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
�
０

５
７
０
‐
０
２
‐
９
９
９
０

（
５
月　

日
よ
り
販
売
） 

文

２２

化
・
交
流
協
会
文
化
係
�
５
３

１
１
‐
７
０
３
５

時

場

内

費

問

　〈住民税の証明書（課税・所得・非課税・納税）の交付開始日〉　　

自動交付機窓　口交付開始日

自動交付機では○１ に該当する
方のみ５月１０日から交付しま
す（○２ ～○４ に該当する方は自
動交付機では６月７日から交
付します）

○１ 特別徴収のみの方（勤務先の給与から
住民税が差し引かれる方）○２ 特別徴収の
ほか普通徴収で課税される予定の方（普
通徴収課税分が６月７日に賦課決定され
るまでは特別徴収分のみの証明書を交付
します）○３ 申告書などを提出し非課税の
方○４ 申告書は提出していないが扶養され
ているため非課税の方

５月１０日（月）

○３ ～○６ に該当する方
（注）○６ （上記○２ の方で普通
徴収分が賦課決定された方）
に該当する方は特別徴収分と
普通徴収分を合わせた証明書
を６月７日から交付します

○５ 普通徴収のみの方（事業所得者など納
税通知書により個人で住民税を納める
方）○６ 特別徴収のほか普通徴収で課税さ
れた方（上記○２ の方が６月７日に普通徴
収分が賦課決定された後は特別徴収分と
普通徴収分を合わせた証明書を交付しま
す）

６月７日（月）

（注）窓口と自動交付機では交付日が異なる場合がありますので、ご注意ください。証明書
を本人以外の方が申請する場合は委任状が必要です。

▲

く
る
み
割
り
人
形

１６年度の住民税（特別区民税・都
民税普通徴収分）の納税通知書を
６月７日付でお送りします。
――問い合わせは、課税課へ。

▲江原　陽子 ▲アナスタシア ▲下野　竜也

証
明
書
自
動
交
付
機
の

臨
時
休
止

　

５
月　

日
�
に
行
わ
れ
る

３０

区
役
所
の
電
気
工
事
に
伴

い
、
区
内
す
べ
て
の
自
動
交

付
機
が
臨
時
休
止
し
ま
す
。

　
 

区
民
課
証
明
係

問



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３ 平成１６（２００４）年�月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　

富
士
見
丘
小
学
校
で
は
、

六
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
に
演
劇
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
４
月　

日
�

２７

に
は
、
俳
優
の
吉
田
日
出
子

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

い
ろ
い
ろ
な
け
ん
か
の
場
面

を
描
い
た
台
本
を
使
っ
て
授

業
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
友
だ
ち
同
士
の

け
ん
か
」
で
す
。
六
人
の
男

の
子
が
み
ん
な
の
前
に
出
て

「
ボ
ー
ル
の
取
り
合
い
が
原

因
で
起
こ
っ
た
友
だ
ち
同
士

の
け
ん
か
」
の
演
技
に
取
り

組
み
ま
す
。
吉
田
さ
ん
か
ら

「
自
分
で
せ
り
ふ
を
変
え
て

も
い
い
よ
」
な
ど
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
、
練
習
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
最
後
は
お
手

伝
い
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
俳

優
さ
ん
二
名
も
加
わ
り
、
お

互
い
の
体
を
突
き
あ
い
走
り

回
っ
て
の
迫
真
の
演
技
に
な

り
ま
し
た
。
六
人
は
ア
ド
リ

ブ
の
せ
り
ふ
を
交
え
な
が
ら

演
技
を
終
え
、
み
ん
な
の
拍

手
を
浴
び
ま
し
た
。

　

こ
の
後
は
、「
子
ど
も
と
親

の
け
ん
か
」、「
夫
婦
げ
ん
か
」

な
ど
を
題
材
に
授
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
、

子
ど
も
役
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
役
に
挑
戦
し
ま
し

た
。「
台
本
を
そ
の
ま
ま
読
む

の
で
は
な
く
、
相
手
の
せ
り

ふ
を
聞
い
て
、
そ
の
せ
り
ふ

に
こ
た
え
る
演
技
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
よ
」
と
授
業
に

同
席
し
た
劇
作
家
の
斎
藤
憐

さ
ん
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
宮
沢
賢
治
の
「
よ

だ
か
の
星
」
を
吉
田
さ
ん
が

朗
読
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え

っ
て
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

吉
田
さ
ん
が
「
今
日
は
楽

し
か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん

に
会
え
て
よ
か
っ
た
。
ま
た

何
か
一
緒
に
や
り
た
い
で
す

ね
」
と
語
り
か
け
る
と
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
「
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
元

気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
感
想
を

聞
く
と
、「
友
だ
ち
の
演
技
が

良
か
っ
た
」、「
想
像
力
が
広

が
っ
た
」、「
演
じ
て
み
て
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
気
持

ち
が
わ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
思
っ
た
ま
ま
演
じ
て

み
よ
う

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　○５ 性別

○６ 電話番号

（原則１人１枚）

記

入

例

　

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
総
合
的
な
拠
点
と
し
て

４
月
１
日
に
開
館
し
た
「
す

ぎ
な
み
環
境
情
報
館
」
の
開

館
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
 

６
月
６
日
�
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時　

分 

あ
ん
さ

３０

ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

）
１３ 時

場

◇
環
境
問
題
講
演
会

「
人
と
自
然
と
の
共
生
」

　
 

６
月
６
日
�
午
後
１
時

　

分
〜
３
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ

３０る
荻
窪
・
第
一
〜
三
教
室 

作
家
・
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル 

七
〇
名
（
抽
選
） 

講
演
終

了
後
の
午
後
３
時　

分
〜
４

３０

時　

分
ま
で
、
区
内
環
境
団

３０
体
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し
た

環
境
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す

（
司
会
＝
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
・
松
田
輝
雄
）

◇
こ
ど
も
環
境
学
習
「
あ
ん

さ
ん
ぶ
る
エ
コ
の
ひ
み
つ

大
冒
険
＆
工
作
」

時

場

師定

他

　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
の
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
な
が

ら
、
環
境
配
慮
型
施
設
の
工

夫
を
知
っ
て
も
ら
う
催
し
で

す
。
冒
険
終
了
後
、
エ
コ
工

作
を
行
い
ま
す
。

　
 

６
月
６
日
�
○１
 

午
前　
１０

時　

分
〜
○２
 

午
後
１
時　

分

３０

３０

〜 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室 

小
学
生
以
上

 

各
回
二
〇
名
（
抽
選
）

☆

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
に
、
こ
ど
も
環
境
学

習
は
学
年
・
希
望
回
も
書
い

て
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま

２６

で
に
環
境
課
環
境
都
市
推
進

担
当
へ 

同
担
当

時場

対

定
申

問

●
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

集
ま
れ
中
学
生
！ 

ユ
ネ
ス
コ
教
室 

　

外
国
人
中
学
生
と
一
緒
に
創

造
的
な
時
間
を
す
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

国
際
的
な
交
流
と
文
化
の
理

解
を
目
的
と
し
て
、
宿
泊
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
三
泊
四
日
）
を
中
心

に
活
動
す
る
八
日
間
の
楽
し
い

教
室
で
す
。（
区
共
催
）

　
 

８
月
１
日
�
〜　

日
�

１０

（
７
・
８
日
は
休
み
／
宿
泊
は

３
日
〜
６
日
） 

国
立
磐
梯
青

年
の
家
（
福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗

代
町
）、セ
シ
オ
ン
杉
並
ほ
か 

区
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生 

六
〇
名
（
抽
選
） 

二
万
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
学
校
名
・
学
年
も
書
い
て
、

保
護
者
署
名
の
う
え
、
５
月　
３１

日（
必
着
）ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

●
す
ぎ
な
み
ア
ー
ト
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン 

「
棟
方
志
功
展
」

　

杉
並
区
ゆ
か
り
の
作
家
・
棟

方
志
功
の
作
品
展
を
区
民
の
方

の
協
力
を
え
て
開
催
し
ま
す
。

時

場

対定

費

申

問

「
自
画
像
」、「
赤
富
士
」
の
ほ

か
色
紙
な
ど
貴
重
な
作
品
約
一

〇
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
〜　

日
�
午

２４

２８

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
４
時
ま
で
） 

す
ぎ
な
み
ア

ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
区
役

所
中
棟
二
階
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

文
化
・
交
流
課

●
全
建
総
連
杉
並
建
築
協
議
会 

住
宅
デ
ー

　

地
元
の
建
設
職
人
の
皆
さ
ん

が
、
技
術
を
生
か
し
て
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２３

１０

午
後
３
時（
受
付
は
２
時
ま
で
）

 

○１
 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷

南
３
―
２
―　

）
○２
 

桃
井
第
三

１９

小
学
校（
西
荻
北
２
―　

―
７
）

１０

 

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
補
強
や

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
な
ど
無
料

時

場
費

申

問

時
場内

住
宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な

板
削
り
ほ
か 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

○１
 

は
杉
並
建
設
�
３
３

９
８
‐
６
７
０
１
○２
 

は
東
京
土

建
杉
並
支
部
�
３
３
１
７
‐
０

４
５
０

環
境
月
間 

み
ど
り
の
イ
ベ
ン
ト

　

６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ

て
、
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

杉
並
や
造
園
事
業
者
の
方
々
に

よ
る
様
々
な
催
し
を
開
催
し
ま

す
。

　
 

・ 

・ 

右
表
の
と
お
り

 

井
草
森
公
園
（
井
草
４
―　
１２

―
１
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

（
先
着
順
・
小
枝
で
イ
ス
づ
く

り
は
事
前
に
電
話
申
し
込
み
）

 

公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画

係 

買
い
物
袋
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

申

問
時

内

費

場

申

問
他

●
み
る
☆
き
く
☆
あ
そ
ぶ
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

新
緑
音
楽
会
―
イ
タ
リ
ア

バ
ロ
ッ
ク
オ
ペ
ラ

　

大
学
構
内
の
新
緑
を
背
景
に

古
楽
器
と
声
楽
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。（
区
後
援
）

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時　

１０

１０

４５

分
〜
午
後
０
時　

分
（　

時　

３０

１０

３０

分
開
場
） 

東
京
女
子
大
学
同

窓
会
館（
善
福
寺
２
―　

―　

）

２３

１１

 

出
演
＝
戸
崎
文
葉
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
辻
康
介
（
バ
リ
ト
ン
）、

太
田
光
子
（
リ
コ
ー
ダ
ー
）、
戸

崎
廣
乃
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
） 

中

時

場

内

対

学
生
以
上
の
方 

七
〇
名 

二

〇
〇
〇
円
（
茶
菓
付
） 

・ 

電
話
で
、
子
ど
も
文
化
Ｎ
Ｐ
Ｏ

Ｍ
・
Ａ
・
Ｔ
�
３
３
９
７
‐
５

１
５
２
へ
（
先
着
順
）

●
福
祉
音
楽
協
会（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

三
村
園
子
フ
ル
ー
ト
リ
サ

イ
タ
ル「
清
ら
か
な
調
べ
」

　
 

６
月　

日
�
午
後
４
時
開

２０

演
（
３
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
三
村
園
子

２２

３２

（
フ
ル
ー
ト
）、
小
松
勉
（
ピ
ア

ノ
）
▽
曲
目
＝
バ
ッ
ハ
「
フ
ル

ー
ト
・
ソ
ナ
タ
ロ
短
調
」、
ド
ボ

定

費
申

問

時
場

内

ル
ザ
ー
ク
「
ソ
ナ
チ
ネ
」、
リ
ス

ト
「
二
つ
の
伝
説
」
ほ
か 

五

七
八
名 

三
五
〇
〇
円
（
前
売

り
三
〇
〇
〇
円
・
全
席
自
由
）

 

・ 

電
話
で
、
福
祉
音
楽
協

会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
事
務
局
�
３
３

３
５
‐
８
６
２
９
へ

◇
区
民
一
〇
〇
組
二
〇
〇
名
プ

ラ
ス
五
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
二
人
一
組
か
一
人
単
独

か
も
書
い
て
、
６
月
５
日
（
必

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）へ
（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

定

費

申

問
申

問

〈環境月間みどりのイベント〉

定員・費用内　容日　時

５０名コスモスの種まき～花の名所づくりの一環と
して区民参加による種まき午前９時～１０時

６
月
５
日
�

―園芸相談～区内造園事業者による園芸相談
午前１０時～正午、
午後１時～３時 ２５名小枝でイスづくり～せん定枝を使ってイスづ

くり（金づち、のこぎりを持参してください）

―植物観察会～井草森公園内の植物観察会午前１０時３０分～正午、
午後１時３０分～３時

２０名・
５００円

野外草木染め～せん定枝を使って木綿のハン
カチを染めます（午前１１時から受付）

午後１時～３時
―プールで救出したヤゴの飼い方（ヤゴを差し

上げますので入れ物を持参してください）

４０名ペットボトルを利用した発根作用装置づくり
（ペットボトルを２本持参してください）

午前１０時～１１時、
午後１時～２時

―区内造園事業者による植木・草花の販売午前１０時～午後３時
（注）１．その他、木登りチャレンジ、ペンダントづくり、せん定実演アドバイス、ハーブテ
ィーの喫茶コーナー、せん定枝葉チップ化デモンストレーションなどの催しも行います。
２．野外草木染めは、ぬれたハンカチを入れる袋を持参してください。

▲

交
流
を
楽
し
も
う

▲Ｃ・Ｗ・ニコル

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

　

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト



声の広報」のお申し込みは広報課へ。

平成１６（２００４）年�月��日（金曜日）������� ●４

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ

が
企
画
す
る
自
由
参
加
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
す
。

　
 

６
月
３
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午 

集
合
場
所

＝
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
南
口 

コ
ー
ス

＝
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
↓
禅
林
寺
（
太

宰
治
墓
所
見
学
）
↓
深
大
寺
門

前
に
て
解
散
（
神
代
植
物
園
入

場
は
自
由
） 

五
�
以
上
歩
け

る
方 

無
料 

当
日
、
直
接
集

合
場
所
へ 

上
井
草
保
健
セ
ン

タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２

 

交
通
事
故
や
け
が
な
ど
に
は

各
自
自
己
責
任
に
て
ご
参
加
く

だ
さ
い

冒
険
遊
び
場
に
集
合
！

　

木
登
り
や
火
お
こ
し
な
ど
、

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
普

段
で
き
な
い
遊
び
を
楽
し
も
う

！
（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
、
６
月
５
日

３０

�
・
９
日
�
・　

日
�
・　

日

１９

２７

�
、
７
月
３
日
�
・　

日
�
の

１７

い
ず
れ
も
、
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
（
小
雨
決
行
） 

塚
山
公

園
（
下
高
井
戸
５
―　

―　

）

２３

１２

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

時

場
内

対

費

申
問

他
時

場

費

申

 

わ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
冒

険
遊
び
場
実
行
委
員
会
・
檜
谷

（
じ
っ
ち
ゃ
ん
）
�
０
９
０
‐

１
８
５
５
‐
５
５
６
０
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板h

ttp
://w

w
w
8
0
.tc
u
p
.c
o
m
/8
0
0
9

/b
o
u
k
e
n
a
s
o
b
ib
a
.h
tm
l

/

Ｅ
メ
ー
ルa

s
o
b
ib
a
@
liv
e

d
o
o
r.c
o
m

 

汚
れ
て
も
い

い
服
装
と
着
替
え
、
や
り
た
い

遊
び
の
道
具
、
焼
き
た
い
食
べ

も
の
な
ど
自
由
に
お
持
ち
く
だ

さ
い

●
杉
並
区
心
身
障
害
者 

共
同
作
業
所
希
望
の
家 

福
祉
バ
ザ
ー

　

雑
貨
、
小
物
な
ど
の
バ
ザ
ー

で
す
。
模
擬
店
や
ゲ
ー
ム
も
あ

り
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

６
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

（
雨
天
決
行
） 

杉
並
区
心
身

障
害
者
共
同
作
業
所
希
望
の
家

（
久
我
山
５
―　

―　

） 

当

３６

１７

日
、
直
接
会
場
へ 

希
望
の
家

�
３
３
３
５
‐
３
７
７
４ 

衣

類
を
除
く
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
、

贈
答
品
な
ど
の
日
用
雑
貨
の
寄

付
を
お
願
い
し
ま
す
（
６
月
３

日
�
ま
で
受
け
付
け
）

 
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

養
成
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関

す
る
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
、
講
習

会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
行

う
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
で
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
生

活
を
楽
し
く
便
利
に
し
た
り
、

社
会
参
加
に
役
立
て
る
方
法
な

ど
を
教
え
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

問

他

時

場

申

問

他

割
を
担
い
ま
す
。
受
講
後
は
講

習
会
や
パ
ソ
コ
ン
相
談
コ
ー
ナ

ー
で
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
 

７
月
２
日
�
・
６
日
�
・

９
日
�
・　

日
�
の
午
前　

時

１３

１０

〜
午
後
１
時
（
計
四
回
） 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

パ
ソ
コ
ン
・

２２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
の
基
礎
や
技
術

を
確
認
し
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト

活
動
の
実
際
や
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に

学
び
ま
す 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の　

歳
以
上
の
方
で
日
常

２０

的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー

ル
を
利
用
し
て
い
る
方 

一
〇

名
（
抽
選
） 

二
万
円
＋
テ
キ

ス
ト
代
二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
に
、

昼
間
の
連
絡
先
、
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
有
無
、
在
勤
・
在
学
の

方
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
も

書
い
て
、
６
月
４
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
〒　

‐
０
０

１６７

２
２
下
井
草
５
―　

―　

井
荻

１８

１５

書
店
ビ
ル
三
階
）
へ 

さ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
５
３
０
３
‐
６

５
４
０
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/

/w
w
w
.s
a
ra
-p
ro
je
c
t.o
r

.jp●
国
際
交
流 

料
理
講
座
２
０
０
４ 

ワ
イ
ン
と
楽
し
む 

フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理

　

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
料
理

と
と
も
に
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の

相
性
も
学
び
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

午
後
２
時 

永
福
和
泉
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
３
―
８
―

　

） 

ゾ
ー
イ
・
レ
イ
ビ
タ
ン

１８
 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

時

場

内

対

定

費

申問

時

場

師

対

方
と
文
化
・
交
流
協
会
会
員
の

方 

二
四
名
（
抽
選
） 

二
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
国
籍
も
書
い

て
、
６
月
４
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
文
化
・
交
流
協
会
交
流
係

「
料
理
講
座
」（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
五

１４

階
）
へ 

同
協
会
交
流
係
�
５

３
７
８
‐
８
８
３
３

昼
間
勤
め
て
い
る
人
の

た
め
の
健
康
料
理
教
室 

―
忙
し
い
時
こ
そ 

「
食
」
を
大
切
に

　
 

・ 

○１
 

６
月
３
日
�
＝
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
作

り
・
夕
食
試
食
○２
 

６
月　

日
�

１０

＝
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
で
楽
し
く
ク

ッ
キ
ン
グ
実
習
／
時
間
は
い
ず

れ
も
、
午
後
６
時
〜
８
時　

分
３０

 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

） 

４７

１７

杉
並
区
地
域
活
動
栄
養
士
会
会

長
・
長
嶋
啓
子
ほ
か 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

二
〇

名 

一
〇
〇
〇
円
（
食
材
費
）

 

・ 

電
話
で
、
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１
‐
０
１

１
６
へ
（
先
着
順
） 

エ
プ
ロ

ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

●
区
民
科
学
講
座 

ウ
イ
ル
ス
を
理
解
す
る

　

昨
年
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
サ
ー
ズ
）
が

猛
威
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
培
養

や
定
量
を
実
習
し
な
が
ら
ウ
イ

ル
ス
と
は
ど
ん
な
も
の
か
学
習

し
ま
す
。

　
 

・ 

６
月　

日
�
＝
生
物

１６

と
は
、
微
生
物
と
は
、
ウ
イ
ル

ス
と
は
…
？
▽　

日
�
＝
ウ
イ

１８

ル
ス
の
種
類
・
培
養
・
定
量
・

定

費

申問

時

内

場

師

対
定

費
申

問

他

時

内

検
出
▽　

日
�
＝
実
習
・
イ
ン

１９

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出

ほ
か
／　

日
・　

日
は
午
後
６

１６

１８

時　

分
〜
８
時　

分
、　

日
は

３０

３０

１９

午
後
５
時　

分
〜
８
時　

分 

３０

３０

科
学
館 

北
里
大
学
薬
学
部
助

教
授
・
漆
原
敏
之 

区
内
在
住

･
在
勤
･
在
学
の
高
校
生
以
上

の
方 

三
〇
名
（
抽
選
） 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
５
月　

日
（
必

３１

着
）
ま
で
に
科
学
館
（
清
水
３

―
３
―　

）
へ 

同
館
�
３
３

１３

９
６
‐
４
３
９
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
？
法
人
化
す
る

場
合
の
要
件
は
、
手
続
き
の
流

れ
は
？
法
人
化
し
た
場
合
の
長

所
・
短
所
は
あ
る
の
か
？
法
人

の
義
務
は
…
な
ど
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時　

３１

３０

分
〜
８
時　

分 

杉
並
Ｎ
Ｐ

３０

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

四
階
） 

一
五
名 

二
〇

１７
〇
〇
円
（
都
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
含

む
） 

５
月　

日
か
ら
電
話
で
、

２２

杉
並
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着

順
） 

同
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０

６
‐
３
９
３
９

場

師

対

定

費

申

問

時

場

定

費

申
問

●
講
演
会 

日
々
の
生
活
の
中
で 

 
育 
む
文
化 

は
ぐ
く

―
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

　
 

６
月
３
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
（
９
時　

分
開
場
・
区
後

３０

援
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

前
フ
ェ
リ
ス

２２

３２

女
学
院
院
長
・
小
塩
節 

六
〇

〇
円
（
当
日
券
七
〇
〇
円
） 

・

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
氏

名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、
東

京
第
三
友
の
会
�
・　

０
４
２

FAX

２
‐
３
１
‐
４
６
２
９
へ 

託

児
あ
り
（
一
人
二
五
〇
円
・
要

予
約
・
軽
食
付
き
）

●
杉
の
樹
大
学
公
開
授
業 

伝
統
芸
能
「
能
の
お
話
」

　

「
お
お
、
能
、
こ
の
素
晴
ら

し
き
も
の
」
を
易
し
い
謡
い
や

舞
い
の
体
験
を
交
え
、
ス
ラ
イ

ド
や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
の
講
義

を
し
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

正
午 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

 

能
楽
師
シ
テ
方
金
剛
流
・
工

藤
寛 

区
内
在
住
で　

歳
以
上

６０

の
方 

八
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ

�
３
３
３
４
‐
０
９
２
８

時
場

師

費

申

問

他

時
場

師

対定

費

申

問

土曜日のパパママ学級
６月１９日（土）午後１時～４時
高円寺保健センター（〒１６６‐０００３高円寺
南３‐２４‐１５�３３１１‐０１１６）
【対象】区内在住の当日妊娠２８週以上の初産のカッ
プル２０組【参加費】無料【申込み】往復ハガキに２
人の氏名・住所・電話番号・出産予定日を書いて、
６月４日（必着）までに同保健センターへ

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス東京都シルバーパス
～７０歳になられる方へ～

シルバーパスは、満７０歳になる月の１日
から購入することができます。
最寄りのバス営業所・案内所または東京
バス協会�５３０８‐６９５０にお問い合わせく
ださい。

◆リサイクルひろば高井戸・６月の講習会◆
申し込み定員日　時内　容

電話で 
先着順

２０名（５月）３０日（日）午後１時３０分～３時お手ふきゾウさん（タオルで
ゾウの顔のお手ふき作り）

１０名７日（月）午後１時３０分～３時３０分衣服のリフォーム相談（入門
編）　　　　　　

各日
３名

７日（月）・２１日（月）午後１時３０分～
２時３０分生ごみたい肥相談コーナー

各回
１０名

１２日（土）○１ 午後１時～２時○２ ２
時３０分～３時３０分包丁とぎを習おう

１０名２０日（日）午後１時～４時（受け付
けは３時まで）　　　　　

おもちゃのクリニック（おも
ちゃの修理）※

当日、直
接会場へ

１０名４日（金）午前１０時３０分～正午廃油（天ぷら油）からのせっ
けんづくり体験コーナー

１０名５日（土）午後１時３０分～３時３０分小物ボックス作り体験コー
ナー

各回
１０名

６日（日）○１ 午後１時～２時○２ ２時
３０分～３時３０分

牛乳パックからの手すきは
がき体験コーナー
（注）１．申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東３‐７‐４�
３３３１‐４３６０）へ。水・木曜休館。２．費用は無料。３．※は実費がかかる場合があり
ます。

◆すぎなみ環境情報館・６月の講習会◆
申し込み定員日　時内　容

電話で 
先着順

１５名１０日（木）午後２時～４時電気機器の修理方法を学ぼう～
入門編

２５名１２日（土）午後２時～４時環境リーダー入門～健康と暮ら
しの安全を守る～

２５名１４日（月）午後２時～４時リサイクルリーダー入門～プラ
スチックごみをどうする？

各回
１０名

１５日（火）○１ 午後１時３０分～○２ 午後
３時～

５０cmファスナーで小物入れ～い
らなくなったファスナーが変身

２５名１９日（土）午後２時～４時ビオトープ学習会

２５名２５日（金）午後２時～４時生ごみ減量秘策伝授～生ごみを
減らす！活かす！

２５名２５日（金）午後４時３０分～６時３０分環境学習プランナー入門
２５名３０日（水）午後７時～８時３０分プールのヤゴ救出大作戦

電話・ファク
スで先着順２５名２８日（月）午後７時～８時３０分環境学習教材「ごみのゆくえ」を

学ぼう
(注）１．会場は、あんさんぶる荻窪・環境学習室。２．申し込み・問い合わせは、すぎなみ
環境情報館（荻窪５‐１５‐１３あんさんぶる荻窪４階�３３９８‐３１９１FAX３３９８‐３１９３）へ。３面
記入例参照。３．費用は無料。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度住民投票制度
杉並区自治基本条例で規定している住民
投票の請求に必要な署名数

８， ７９３人
（１６年５月１日現在）

 総務課問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお
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●
河
北
総
合
病
院 

介
護
老
人
保
健
施
設

「（
仮
称
）
シ
ー
ダ
・ 

ウ
ォ
ー
ク
」
職
員

　

区
が
、
建
設
・
運
営
法
人
を

公
募
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設

が　

月
に
開
設
し
ま
す
。
桃
井

１０
３
丁
目
に
開
設
さ
れ
る
こ
の
施

設
は
一
一
二
床
全
室
個
室
・
グ

ル
ー
プ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
、
デ
イ

ケ
ア
（
定
員
三
〇
名
）
の
介
護

老
人
保
健
施
設
で
す
。

　
 

募
集
職
種
な
ど
＝
○１
 

看
護

職
員
（
看
護
師
）
＝
一
〇
名
以

上
○２
 

介
護
職
員
（
介
護
福
祉
士

ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）

＝
一
〇
名
以
上
○３
 

理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
＝
三
名
○４
 

支

援
相
談
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

三
名
▽
勤
務
内
容
＝
○１
 

○２
 

は
施

設
利
用
者
と
デ
イ
ケ
ア
利
用
者

の
看
護
・
介
護
○３
 

は
施
設
利
用

者
と
デ
イ
ケ
ア
利
用
者
の
リ
ハ

ビ
リ
○４
 

は
施
設
利
用
者
の
入
所

内

相
談
支
援
、
デ
イ
ケ
ア
利
用
者

の
相
談
支
援
▽
勤
務
時
間
＝
実

働
七
・
五
時
間
、
四
週
八
休
制

（
交
替
制
）、○１
 

○２
 

は
夜
勤
あ
り

（
パ
ー
ト
勤
務
相
談
応
、
夏
季

休
暇
・
年
末
年
始
・
有
給
な
ど

あ
り
）
▽
給
与
な
ど
＝
財
団
の

規
定
に
よ
り
経
験
・
能
力
を
考

慮
の
上
、
優
遇
し
ま
す
▽
年
齢

＝　

歳
〜　

歳
位
ま
で
の
方
▽

２０

４５

待
遇
＝
昇
給
年
一
回
、
賞
与
年

二
回
、
交
通
費
全
給
、
社
保
完

備
、
海
外
研
修
制
度
、
研
修
施

設
ほ
か 

写
真
を
は
っ
た
履
歴

書
に
「
希
望
職
種
」
と
「
老
健

希
望
」
を
記
入
の
上
、
医
療
法

人
財
団
河
北
総
合
病
院
人
事
課

（
〒　

‐
８
５
８
８
阿
佐
谷
北

１６６

１
―
７
―
３
）
へ
郵
送
（
書
類

選
考
後
、
面
接
日
を
通
知
し
ま

す
） 

同
課
�
５
３
２
７
‐
６

２
２
６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/

/w
w
w
.k
a
w
a
k
ita
.o
r.jp

「
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
」
委
託
講
座

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
団
体

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
参
加
・

貢
献
意
欲
が
具
体
的
な
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
く
講
座
を
企

画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

講
座
テ
ー
マ
＝
自
由
課
題

ま
た
は
以
下
六
つ
の
重
点
課
題

（
○１
 

心
の
病
を
持
っ
た
方
の
地

域
生
活
支
援
○２
 

こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
支
援
○３
 

地
域
の
保
育
力

を
生
か
し
た
子
育
て
支
援
○４
 

路

上
生
活
者
自
立
支
援
○５
 

男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る

講
座
企
画
力
お
よ
び
啓
発
紙
編

集
技
術
○６
 

子
ど
も
読
書
活
動
推

進
）▽
講
座
対
象
＝
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
▽
講
座
開
催

時
期
＝　

月
〜　

年
２
月
末
▽

１０

１７

講
座
規
模
＝
一
講
座
五
回
〜
一

申
問

内

〇
回
程
度
▽
委
託
内
容
＝
講
座

の
企
画
運
営
な
ど
▽
開
催
経
費

＝
委
託
金
と
し
て
支
払
う
▽
募

集
数
＝
自
由
課
題
若
干
数
、
各

重
点
課
題
一
講
座
程
度
▽
応
募

方
法
な
ど
＝
所
定
の
用
紙
（
説

明
会
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
６
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

に
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
▽
選
定
方
法

＝
企
画
提
案
を
、
社
会
教
育
事

業
推
進
委
員
（
車
座
委
員
）
と

職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー

ム
が
６
月　

日
に
審
査
し
ま
す

１７

◇
募
集
説
明
会

　
 

６
月
１
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

当
日
、
直
接

２２

３２

会
場
へ 
　

・　

年
度
実
績
・

１４

１５

実
施
要
綱
・
重
点
課
題
の
背
景

に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

☆

　
 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
梅

里
１
―　

―　

�
３
３
１
７
‐

２２

３２

６
６
２
１　

３
３
１
７
‐
６
６

FAX

２
０
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y
o
-c

@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

）

●
区
立
保
育
園 

夏
季
保
育
ア
ル
バ
イ
ト
ほ
か

　
 

期
間
＝
７
月
１
日
〜
９
月

　

日
（
最
長
二
カ
月
、
一
カ
月

３０で
も
可
）
▽
勤
務
日
な
ど
＝
月

〜
土
曜
日
（
月
二
〇
日
）
の
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

▽
資
格
＝
保
育
士
、
幼
稚
園
・

学
校
教
員
の
有
資
格
者
（
保
育

学
校
在
学
中
の
方
な
ど
を
含

む
）
▽
日
給
＝
保
育
士
有
資
格

者
＝
八
二
四
〇
円
、
そ
の
他
＝

七
六
〇
〇
円
▽
そ
の
他
＝
交
通

費
支
給
な
し
、
採
用
時
に
所
定

の
健
康
診
断
要
受
診
（
費
用
自

己
負
担
） 

写
真
を
は
っ
た
履

時
場

申

他

問内

申

歴
書
（
保
育
士
有
資
格
者
は
資

格
証
明
書
の
写
し
も
同
封
）
に

勤
務
可
能
期
間
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
は
６
月
９
日
（
消
印

有
効
）、持
参
は
６
月　

日
ま
で

１０

に
保
育
課
管
理
係
へ 

同
係 

産
休
代
替
保
育
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す

 
６
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　

済
美
教
育
研
究
所
で
は
、
子

ど
も
の
教
育
に
関
す
る
悩
み
に

つ
い
て
、専
門
的
な
立
場
か
ら
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
助
言
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
原
則
、
毎

月
第
二
木
曜
日
に
開
設
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

６
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１０

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

区
内
の
幼

２２

児
・
小
・
中
学
生
の
保
護
者
と

関
係
者 

無
料 

・ 

電
話
で
、

前
日
ま
で
に
済
美
教
育
研
究
所

�
３
３
１
１
‐
０
０
２
１
へ
予

約 

当
日
は
会
場
で
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

相
談
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ラ
イ
フ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
認
定
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
区
後
援
）

　
 

６
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
６
時 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
・
ウ
ォ
ー
ム
（
荻
窪
４
―　
３２

―
４
） 

一
五
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本

�
５
３
３
５
‐
５
２
４
０
へ（
先

着
順
・
予
約
制
）

問

他

時

場

対

費

申

問

他時

場

定

費

申

問

迷
惑
で
危
険
な 

放
置
自
転
車

　

区
内
お
よ
び
隣
接
す
る
駅
周

辺
に
は
、
一
日
あ
た
り
約
七
〇

〇
〇
台
も
の
自
転
車
が
放
置
さ

れ
て
い
ま
す
。放
置
自
転
車
は
、

�
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
ま
す
。

�
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
ま

す
。

�
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

に
は
特
に
危
険
で
す
。

�
災
害
時
に
は
救
助
活
動
の
妨

げ
と
な
り
、
人
命
に
か
か
わ
り

ま
す
。

撤
去
な
ど
に 

年
間
二
億
二
五
〇
〇
万
円 

か
か
っ
て
い
ま
す

　
「
私
の
一
台
く
ら
い
な
ら
…
」

と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
の

一
台
が
多
く
の
放
置
自
転
車
を

も
た
ら
し
ま
す
。　

年
度
に
撤

１４

去
し
た
自
転
車
は
五
万
五
五
四

五
台
、
撤
去
や
処
分
に
要
す
る

費
用
は
人
件
費
も
含
め
る
と
約

二
億
二
五
〇
〇
万
円
に
も
な
り

ま
す
。
一
台
あ
た
り
に
換
算
す

る
と
約
四
〇
五
〇
円
で
す
。

自
転
車
対
策
を 

強
化
し
て
い
ま
す

　

区
で
は
、「
サ
イ
ク
ル
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
、

「
安
全
・
安
心
な
自
転
車
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
自
転

車
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
撤
去
自
転
車
の
保
管

場
所
を
増
設
し
て
撤
去
を
強
化

し
ま
す
。
約
九
〇
〇
〇
台
（　
１３

年
度
調
べ
）
の
放
置
自
転
車
を

　

年
度
末
ま
で
に　

％
削
減
す

１７

５０

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
条
件
の
あ
る
登

録
制
自
転
車
置
場
を
順
次
廃
止

し
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
有

料
制
自
転
車
駐
車
場
を
設
置
し

て
い
き
ま
す
。　

年
３
月
に
は

１６

荻
窪
南
第
二
自
転
車
駐
車
場

（
一
一
五
〇
台
）、４
月
に
は
高

円
寺
北
（
二
五
〇
〇
台
）
と
高

円
寺
東
高
架
下
自
転
車
駐
車
場

（
四
六
五
台
）
を
開
設
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
荻
窪
駅
な
ど
で
は

自
転
車
乗
り
入
れ
台
数
が
急
増

し
、
自
転
車
駐
車
場
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
自
転
車
駐
車
場
を

確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
バ
ス

な
ど
公
共
交
通
を
ご
利
用
い
た

だ
く
か
、
歩
い
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
放
置
防
止
協
力

員
が
活
動
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
西
荻
窪
・
荻
窪
・
阿

佐
ケ
谷
・
高
円
寺
・
井
荻
・
下

井
草
・
南
阿
佐
ケ
谷
・
新
高
円

寺
・
東
高
円
寺
・
方
南
町
・
中

野
富
士
見
町
・
久
我
山
・
浜
田

山
・
西
永
福
・
永
福
町
駅
周
辺

で
は
、
地
元
商
店
会
や
町
会
な

ど
が
中
心
と
な
り
「
自
転
車
放

置
防
止
協
力
員
」（
区
か
ら
委

嘱
）
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
注
意
札
の
は
り
付
け
や

放
置
防
止
の
呼
び
か
け
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は

撤
去
し
ま
す

　

区
は
、
駅
周
辺
の
公
共
の
場

所
を
自
転
車
の
「
放
置
禁
止
区

域
」
に
指
定
し
、
放
置
自
転
車

を
即
時
撤
去
し
て
い
ま
す
。
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
施
錠
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
か
ぎ
を
切
断

し
撤
去
し
ま
す
。

※
「
放
置
」
と
は
、
自
転
車
か

ら
離
れ
、
直
ち
に
移
動
で
き

な
い
状
態
を
さ
し
ま
す
。
買

物
な
ど
で
あ
っ
て
も
直
ち
に

移
動
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ

ば
放
置
に
な
り
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

　

自
転
車
の
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
多
く
が
、
正
し
い

自
転
車
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。自
転
車
は
、道
路
交
通
法
に

よ
り
軽
車
両
と
し
て
、「
車
両
」

の
一
種
で
す
。
次
の
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
場
合
、
罰
則
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
で
事
故

を
起
こ
す
と
、
民
事
お
よ
び
刑

事
上
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
を
運
転
す
る
際
の
主

な
違
反
行
為
と
罰
則

�
一
時
停
止
違
反
＝
三
カ
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下

の
罰
金

�
信
号
無
視
＝
三
カ
月
以
下
の

懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰

金�
無
灯
火
走
行
＝
五
万
円
以
下

の
罰
金

�
自
転
車
走
行
可
の
歩
道
で
の

歩
行
者
に
対
す
る
通
行
妨
害
走

行
＝
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
科
料

�
二
人
乗
り
運
転
＝
二
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

�
歩
行
者
専
用
道
（
自
転
車
通

行
禁
止
）
の
通
行
＝
二
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

�
酒
酔
い
運
転
＝
三
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の

罰
金

自
転
車
安
全
利
用 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

５
月
の
自
転
車
月
間
中
、　
２４

日
�
〜　

日
�
に
、
次
の
地
域

２８

を
重
点
地
域
と
し
て
自
転
車
安

全
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
各
警

察
署
、
各
交
通
安
全
協
会
、
各

商
店
会
、
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
、
区
職
員
な
ど
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。
危
険
な
自
転
車
走
行

に
対
し
て
は
警
告
を
発
し
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
歩
行
者
な
ど

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
注

意
し
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。

　
 

重
点
地
域
＝
○１
 

阿
佐
谷
パ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
す
ず
ら
ん
通

り
商
店
街
○２
 

荻
窪
教
会
通
り
商

店
街
○３
 

永
福
町
駅
北
口
商
店
街

 

交
通
対
策
課
ま
た
は
各
警
察

署
（
杉
並
�
３
３
１
４
‐
０
１

１
０
／
高
井
戸
�
３
３
３
２
‐

０
１
１
０
／
荻
窪
�
３
３
９
７

‐
０
１
１
０
）

内
問

身
近
で
便
利
な
自
転
車
は
、
排
気
ガ
ス
を
出
さ
ず
地
球

に
や
さ
し
く
、
健
康
維
持
に
も
効
果
が
あ
る
便
利
な
乗

り
物
で
す
。し
か
し
ル
ー
ル
に
反
し
た
利
用
を
す
る
と
、

多
く
の
人
々
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
一
人
ひ
と

り
が
責
任
を
持
ち
、
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策
課
へ
。

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

６月のクリーンサイクルの販売日
　６月５日（土）、自転車販売協力店で。申し込
み多数の場合は、抽選。１台９０００円（防犯登
録・ＴＳマーク/消費税込み）。協力店につい
ては、下記へお問い合わせください。
 （財）杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２‐２０８１FAX５３８２‐２０８３
問

なな
くく
しし
まま
しし
ょょ
うう
！！
放放
置置
自自
転転
車車
・・
自自
転転
車車
事事
故故

な
く
し
ま
し
ょ
う
！
放
置
自
転
車

な
く
し
ま
し
ょ
う
！ 
放
置
自
転
車
・・
自
転
車
事
故

自
転
車
事
故
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人
権
に
関
す
る
特
設
相

談
所
を
開
設

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
を
記
念
し
て
、
全
国

一
斉
に
人
権
相
談
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
で

お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
 

６
月
１
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
３
時
ま
で
） 

当
日
、
区
政
相
談
課
（
区
役
所

西
棟
二
階
）
へ 

同
課 

定
例

の
人
権
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
毎
月
第
三
金
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
）

介
護
保
険
施
設
で
の
食

費
の
減
額

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入

所
・
入
院
し
て
い
る
場
合
の
、

食
費
の
自
己
負
担
（
標
準
負
担

額
）
は
所
得
な
ど
に
応
じ
て
左

表
の
と
お
り
減
額
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
事
前
に
申
請
し

て
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
（
申
請
し

た
月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
）。な

お
、
現
在
減
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
、
す
で
に
更
新
の

案
内
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

時

申

問

他

　
 

介
護
保
険
課
給
付
係

●
東
京
外
か
く
環
状
道
路
Ｐ

Ｉ
外
環
沿
線
協
議
会 

「
地
域
ご
と
の
話
し
合

い
」
を
開
催
し
ま
す

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
以

下
、
外
環
道
）
に
つ
い
て
は
、

沿
線
住
民
、
国
土
交
通
省
、
東

京
都
、
地
元
自
治
体
で
構
成
さ

れ
て
い
る
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
協
議

会
で
、
外
環
道
の
必
要
性
の
有

無
、
計
画
内
容
な
ど
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
協
議
会
で
は
、
沿
線

七
区
市
ご
と
に
、
協
議
会
で
の

説
明
内
容
を
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、ま
た
、

地
域
ご
と
の
課
題
な
ど
の
意
見

交
換
を
行
う
た
め
、
Ｐ
Ｉ
協
議

会
構
成
員
（
七
名
）・
地
域
団
体

の
代
表
者
に
よ
る
「
地
域
ご
と

の
話
し
合
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
・　

日
�
午

２８

３１

後
６
時
〜
８
時
（
両
日
と
も
、

同
様
の
形
式
／
傍
聴
の
受
付
は

５
時　

分
か
ら
） 

西
荻
地
域

４５

区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４
―
３

―
２
） 

五
〇
名
（
先
着
順
）

 

傍
聴
希
望
者
は
、
当
日
直
接

会
場
へ 

都
市
計
画
課 

車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１０

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

問時

場

定

申

問

他

時
場

申

他

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。
区
か
ら
依
頼

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
勧
誘

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
こ
う
し
た
業
者
と
区

は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
に
思
っ
た
ら
、
区
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

　
 

建
築
課
建
築
監
理
係

●
密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促

進
事
業 

住
民
説
明
会
の
開
催

　

天
沼
３
丁
目
地
区
に
、
住
環

境
や
防
災
性
の
向
上
を
目
的
と

し
て
平
成
７
年
度
か
ら
密
集
住

宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業
（
密

集
事
業
）
が
導
入
さ
れ
、
今
年

度
で
一
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
延
長

に
と
も
な
う
事
業
計
画
の
変
更

（
新
た
な
都
市
計
画
公
園
な

ど
）
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２８

９
時
（
予
定
） 

天
沼
会
議
室

（
旧
天
沼
出
張
所
・
天
沼
２
―

　

―　

） 

当
日
、
直
接
会
場

３０

１０

へ 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

●
�福
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 

高
齢
者
の
た
め
の
長
期

生
活
支
援
資
金

　

将
来
に
わ
た
り
住
み
慣
れ
た

我
が
家
で
の
生
活
を
希
望
す
る

高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
、
現
在

お
住
ま
い
の
家
と
土
地
を
担
保

に
生
活
資
金
を
お
貸
し
し
ま

す
。

　
 

貸
付
対
象
者
＝
以
下
の
す

べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
方
○１
 

世
帯
の
構
成
員
が
原
則　

歳
以

６５

上
○２
 

世
帯
が
区
民
税
非
課
税
か

均
等
割
課
税
世
帯
○３
 

借
入
申
込

問時

場

申

問

他

内

者
が
単
独
で
所
有
（
同
居
の
配

偶
者
と
の
共
有
を
含
む
）
す
る

不
動
産
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

（
土
地
の
評
価
額
が
一
五
〇
〇

万
円
以
上
で
マ
ン
シ
ョ
ン
は
対

象
外
）
○４
 

不
動
産
に
賃
借
権
、

抵
当
権
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
○５
 

配
偶
者
ま
た
は
親

以
外
の
同
居
人
が
い
な
い
こ
と

▽
貸
付
限
度
額
＝
居
住
用
不
動

産
の
う
ち
土
地
の
評
価
額
の
七

割
相
当
額
で
月
額
三
〇
万
円
以

内
▽
貸
付
期
間
＝
貸
付
元
利
金

が
貸
付
限
度
額
に
達
す
る
ま
で

（
借
受
人
が
死
亡
し
た
と
き
は

終
了
）
▽
償
還
期
限
＝
貸
付
契

約
の
終
了
時
に
一
括
償
還
（
不

動
産
を
売
却
し
て
返
済
）
▽
貸

付
利
率
＝
年
３
％
ま
た
は
銀
行

の
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
い

ず
れ
か
低
い
利
率
▽
返
済
の
担

保
措
置
＝
○１
 

推
定
相
続
人
の
同

意
○２
 

推
定
相
続
人
の
中
か
ら
連

帯
保
証
人
を
一
人
選
任
○３
 

居
住

す
る
不
動
産
に
根
抵
当
権
な
ど

を
設
定
▽
申
請
に
必
要
な
自
己

負
担
経
費
＝
審
査
の
た
め
の
不

動
産
鑑
定
評
価
料
や
債
権
保
全

の
た
め
の
各
登
記
費
用
な
ど

 

・ 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
課
�
５
３
４
７
‐

１
０
１
７
へ

教
科
書
の
展
示
会

　

今
年
度
は
小
学
校
教
科
書
の

採
択
年
度
に
あ
た
り
、
教
科
書

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
「
教
科
書
見
本
」

本
の
展
示
を
し
ま
す
。

　
 

・ 

６
月
８
日
�
〜
７
月

１
日
�
＝
済
美
教
育
研
究
所

（
堀
ノ
内
２
―
５
―　

）
▽
６

２６

月　

日
�
〜　

日
�
＝
中
央
図

１８

３０

書
館
（
荻
窪
３
―　

―　

）
▽

４０

２３

６
月　

日
�
〜　

日
�
＝
下
井

１９

２４

申

問
時

場

〈食費の自己負担額〉

食費の自己負担額
（１日あたり）

区　分

７８０円下記○１ ・○２ 以外の世帯

５００円○１ 世帯全員の区民税
が非課税減

額
３００円○２ ○１ に該当しかつ老

齢福祉年金受給者

遊びに出かけたカエルたちが帰りにお買い物…、

杉並アニメ振興協議会制作のアニメ「サヨナラ、

みどりが池」のなかまたちがお話しします。

　 生活経済課問

ケロ吉　あー楽しかった。オイラ帰りに
お買い物していくよ。

ピョン子　ケロ吉君、買い物袋持ってい
るの？

ケロ吉　持っていないよ。遊びに出かけ
た帰りじゃないか。買い物袋なんか持っ

ていたら遊べないよ。ピョン子ちゃんだ

って持っていないでしょ？

ピョン子　いいえ、わたしはポケットの
中に入れて持っているわ。小さく見えて

も広げると立派な買い物袋になるのよ。

これ貸してあげるわ。

ガマじいさん　確かに、お出かけや仕事
帰りの買い物にマイバッグを持って行く

のは大変じゃ。そんなときにはカバンや

ポケットに入る携帯バッグが便利じゃの

う。これなら遊びのじゃまにもならんじ

ゃろ。

ケロ吉　ほんとうだ！こりゃいいや。オ
イラもう一度遊んでこよーっと。

ピョン子　あっ、ケロ吉くーん、わたし
の携帯バッグ返してー！

ガマじいさん　ハッ、ハッ、ハッ。

▲ピョン子▲ケロ吉

○Ｃ 杉並アニメ振興協議会
デザイン：くずおかひろし

▲ガマじいさん

レレ ジジ 袋袋 削削 減減

も
の
わ
す
れ
・
痴
呆

は
、
老
化
？
病
気
？

◇
痴
呆
は
単
な
る
老
化
現
象

で
は
な
く
病
気
の
症
状
！　

　

痴
呆
と
は
、
新
し
い
こ
と

が
覚
え
ら
れ
な
い
、
覚
え
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
な
い

と
い
っ
た
記
憶
の
障
害
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事

や
家
事
の
段
取
り
が
困
難
に

な
り
社
会
生
活
や
日
常
生
活

が
う
ま
く
行
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
病
気
の
こ
と
で
す
。

病
気
で
す
か
ら
治
療
す
れ
ば

治
る
痴
呆
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴

呆
の
場
合
は
、
早
期
治
療
で

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
症
状
を

改
善
で
き
ま
す
。

◇
早
期
発
見
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

東
京
都
福
祉
局
の
調
査
に

よ
る
と
、
自
宅
で
痴
呆
の
お

年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
家

族
が
最
初
に
気
づ
い
た
生
活

上
の
変
化
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
聞

い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

�
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く

な
っ
た

�
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

�
以
前
は
あ
っ
た
関
心
や
興

味
が
失
わ
れ
た　

�
日
課
を
し
な
く
な
っ
た

�
だ
ら
し
な
く
な
っ
た

�
時
間
や
場
所
の
感
覚
が
不

確
か
に
な
っ
た

�
計
算
の
間
違
い
が
多
く
な

っ
た

�
財
布
を
盗
ま
れ
た
と
言
う

よ
う
に
な
っ
た

�
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
り
っ

ぽ
く
な
っ
た

�
蛇
口
や
ガ
ス
栓
の
締
め
忘

れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

�
慣
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
道

に
迷
う
よ
う
に
な
っ
た　

◇
早
め
に
相
談
を
！

　

症
状
の
緩
和
や
介
護
の
負

担
を
軽
減
す
る
に
は
、
最
初

が
肝
心
で
す
。「
お
か
し
い
」

と
気
づ
い
た
ら
「
年
齢
の
せ

い
」
と
片
付
け
ず
に
早
め
に

か
か
り
つ
け
医
や
専
門
医
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 
痴  
呆 
は
『
長
寿
の 
証 
』

ち 

ほ
う 

あ
か
し

草
図
書
館
（
下
井
草
３
―　

―
２６

５
）
▽
６
月　

日
�
〜
７
月
１

２５

日
�
＝
高
井
戸
会
議
室
（
高
井

戸
西
２
―
５
―　

）
／
時
間
は

１０

い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時 
　

年
度
か
ら
小
学
校
な

１７

ど
で
使
用
す
る
文
部
科
学
省
検

定
済
み
の
「
教
科
書
見
本
」
本

の
展
示 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

教
育
委
員
会
指
導
室
ま
た
は

済
美
教
育
研
究
所
�
３
３
１
１

‐
０
０
２
１ 

済
美
教
育
研
究

所
以
外
へ
の
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
ホ
ー

ル
）
工
事

　
　

年
１
月　

日
�
〜　

日
�

１７

１１

２０

ま
で
の
一
〇
日
間
は
、
改
修
工

事
の
た
め
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
の
ホ
ー
ル
は

２２

３２

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
。

　
 

セ
シ
オ
ン
杉
並
�
３
３
１

７
‐
６
６
１
１

内
申

問

他

問
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
痴
呆
は
決
し
て
特
別

な
こ
と
で
は
な
く
、
だ
れ
に
で
も
可
能
性
の
あ
る
身
近
な

問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
正
し
く
理
解
し
、
対
処
し

て
い
く
た
め
に
、
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
痴
呆
を
取
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
    

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

問

★
痴
呆
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
○１
 

★

仕事や
お出かけのときは
仕事や
お出かけのときは
仕事や
お出かけのときは



�������●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年�月��日（金曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ富士学園
ホテル・
コニファーいわびつ

湯　の　里
「杉菜（すぎな）」

新施設名称

（杉並区立弓ケ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称

５８１９‐５５１２
（午前１０時～午後５時、
土・日曜・祝日を除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８時、
年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス
区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
６７２０円

７９８０円～８４００円７９８０円大　人
平
日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、区民
（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用されます。
また、利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳
など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してください
（お持ちいただけない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士学
園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊の予約は、申込
先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。なお、近畿日本ツーリスト区役所
内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細
については申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優先使用のためご利
用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務
所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設

休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

７月１日
※６月、８月は
休館日なし

７・８月の利用申し込み
　専用はがきによる申込みは５月１５日到着
分をもって締め切りました。抽選後の空室
申込みは６月１０日から使用日の前日まで電
話または窓口で受付けます(１０日は電話の
み)。予約の取れた方には使用申請書をお
送りします。使用承認書は忘れずに現地施
設にご持参ください。利用料金などは現地
施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日本ツ
ーリスト区役所内店ま
で

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）�３３１２
‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

歌
人
・
大
野
と
く
よ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

　

広
報
４
月　

日
号
が
発
行
さ
れ
る
や

２１

近
く
で
よ
く
買
い
物
を
す
る
八
百
屋
さ

ん
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
の
奥
さ
ん

達
か
ら
、
親
し
く
声
を
か
け
ら
れ
ど
ぎ

ま
ぎ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
明

る
い
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
て
い
っ
た
。
今

日
五
日
目
、
何
人
か
か
ら
の
電
話
や
お

便
り
に
接
し
、
よ
い
街
に
暮
ら
し
て
い

る
感
謝
の
念
で 
充 
た
さ
れ
た
。

み

　

少
し
く
左
右
の
ひ
と
さ
し
指
を
痛
め

人
聞
き
に
近
く
の
全
醒
（
や
か
さ
）
医

院
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
通
っ
て
い
た
。
夕

方
六
時
近
く
、
院
の
門
を
出
た
と
こ
ろ

で
ご
近
所
の
方
に
。
和
田
小
出
身
に
て

五
〇
周
年
の
ク
ラ
ス
会
を
先
日
ひ
ら
い

た
こ
と
、
和
田
小
の
校
庭
の
樹
木
の
こ

と
、
旧
校
歌
の
こ
と
な
ど
。
ま
た
そ
の

帰
り
が
け
に
大
き
な
立
派
な
犬
を
連
れ

た
ご
夫
妻
に 
出  
逢 
っ
た
。
や
は
り
広
報

で 

あ

の
こ
と
に
話
が
お
よ
ん
だ
。
今
は
亡
き

御
両
親
、
そ
の
旧
家
か
ら
う
す
や
き
ね

を
借
り
ト
ラ
ッ
ク
で
小
学
校
に
運
ん
だ

こ
と
、
第
一
回
の 
餅 
つ
き
が
校
庭
で
ひ

も
ち

ら
か
れ
た
。
お
相
撲
さ
ん
が
き
ね
を
勇

ま
し
く
ふ
り
上
げ
て
い
た
姿
等
々
、
過

去
を
懐
か
し
く
再
現
さ
せ
ら
れ
た
。

　

戦
後
五
〇
年
を
過
ぎ
た
街
の
移
り
変

わ
り
の
中
で
、
変
わ
ら
な
い
人
情
に
心

温
め
ら
れ
る
と
き
が
あ
る
。
明
愛
幼
稚

園
が
今
年
７
月
で
五
〇
周
年
を
迎
え
ら

れ
る
と
い
う
。何
か
一
文
を
と
の
こ
と
、

今
は
亡
き
山
本
広
隆
会
長
（
和
田
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
と
共
に
学
校
と
街
の
人
と
の
協

力
の
輪
を
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を 
想 
い
出

お
も

し
な
つ
か
し
ん
で
い
る
。

　

新
校
歌
の
作
曲
者
小
林
亜
星
氏
の
叔

父
に
当
ら
れ
る
小
学
校
の
教
頭
・
新
舟

四
郎
先
生
も
ま
た
、
つ
ね
に
や
さ
し
く

心
を
く
だ
か
れ
街
の
方
々
を
大
切
に
さ

れ
た
。
今
年
三
七
年
を
迎
え
る
「
一
八

会
」
は
私
を
中
心
に
当
時
の
役
員
の
方

々
と
年
一
回　

月　

日
を
期
し
て
ひ
ら

１２

１８

か
れ
て
い
る
。
最
後
の
一
人
と
な
っ
て

も
こ
の
会
を 
止 
め
な
い
よ
う
に
と
あ
る

や

会
の
席
上 
洩 
ら
さ
れ
た
が
、
既
に
亡
き

も

人
と
な
ら
れ
た
。

　

教
育
問
題
な
ど
を
、
時
に
話
題
に
し

つ
つ
、
何
か
自
分
達
に
出
来
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
も
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
り

も
し
た
が
、
互
い
に
年
を
重
ね
つ
つ
、

健
康
を
祈
り
あ
い
、
逢
っ
て
語
る
こ
と

の
よ
ろ
こ
び
を
胸
に
別
れ
て
ゆ
く
。
人

と
の
出
逢
い
の
大
切
さ
を
身
に
し
ら
さ

れ
た
年
月
で
も
あ
っ
た
。
仲
間
の
中
に

洋
画
家
、
黒
沢
信
男
氏
が
お
ら
れ
る
。

日
本
の
自
然
を
描
か
れ
、
国
の
内
外
を

取
材
、
展
覧
会
も
何
十
回
と
な
く
拝
見

し
て
き
た
。
私
の
ふ
る
さ
と
甲
斐
の
桃

畑
を
も
描
か
れ
、
昨
年
６
月　

日
、
四

１１

〇
周
年
を
迎
え
た
じ
ゆ
う
に
ん
の
か
い

（
短
詩
形
文
学
交
流
会
）
の
表
紙
絵
に

雪
山
「
妙
高
山
」（
日
展
）
出
品
作
を
掲

げ
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

杉
並
の
文
化
連
盟
の
役
員
を
少
し
く

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
有
名
な
詩
人

も
参
画
さ
れ 
賑 
わ
っ
た
こ
と
を
今
更
の

に
ぎ

ご
と
く
想
い
出
す
。
一
つ
一
つ
の
積
み

重
ね
、
そ
の
歴
史
を
大
切
に
か
え
り
み

ね
ば
な
ら
な
い
時
が
来
た
よ
う
に
思
え

る
。
機
械
文
明
に
追
い
ま
わ
さ
れ
る
現

在
、
真
に
生
き
る
べ
き
人
の
情
、
そ
の

関
わ
り
方
の 
如
何 
、
古
く
て
も
よ
い
慣

い
か
ん

習
が
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

山
口
青
邨
句
お
祖
師
さ
ま
の
こ
と
。

ま
た
同
地
区
に 
棲 
ま
わ
れ
た
塩
田
良
平

す

先
生
、
そ
れ
に
私
の
第
七
歌
集
『
秘
仏
』

に 
就 
い
て
少
し
く
記
し
た
い
と
思
っ
て

つ

い
る
。

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道
○４９ 

競技大会

●杉並区バレーボール総合選手権大会
　 ６月２７日（日）、７月４日（日）・１１日（日）、８月８日（日）午前９時～（区共催） 
上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）ほか 一般男女＝６人制、家庭
婦人およびＰＴＡ＝９人制 区バレーボール協会登録チーム（新規登録チーム
も可） １チーム４０００円（抽選会場で集めます） ・ 所定の申込用紙（区
立体育館にあります）に必要事項を記入し、６月８日（必着）までに区バレー
ボール協会・三好敏子（〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐５‐８�３２２０‐９６３０）へ 
代表者会議を６月１７日（木）午後６時から荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）で行います
●春季ソフトテニスクラブ対抗戦
　 ６月２０日（日）午前９時～午後７時（予備日＝６月２７日（日）・区後援） 松ノ
木運動場（松ノ木１‐３‐２２） 区ソフトテニス連盟加盟クラブ（新規加盟可）
 １チーム（３組対抗戦）３０００円（当日会場で払い込み） ハガキに事業名、
クラブ名、代表者の氏名・住所・電話番号を書いて、６月１０日（必着）までに
区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）へ 同連盟・
小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
● 区民体育祭秋季大会
◇軟式野球（社会人の部）
　 ７月１８日（日）～１１月の日曜日・祝日、午前９時～午後５時 松ノ木運動場
（松ノ木１‐３‐２２）ほか 種目＝連盟加盟１・２・３・４部、一般の部 区
内在住・在勤・在学の２０名以内で編成されたチーム ２３０チーム １チーム８０００
円 ・ ６月１３日までに区軟式野球連盟・遠藤�３３３７-８４８９（午前１１時～午後
１時）、�５３７３-１６６８（午後６時～１０時）へ（先着順・連盟に所属するチームに
は別途通知します）

 
●初心者体験ダイビング講習会～海の中の素晴らしさを体験しよう
　 ６月２６日（土）午前７時～午後７時 伊豆海洋公園（静岡県伊東市） 陸上
講習、プール講習、海洋講習（２０分前後） 区内在住・在勤・在学の１６歳以上
の初心者で健康な方 ２０名（抽選） １万２０００円（バス代・講習料・用具レン
タル代・昼食代などを含む） 往復ハガキ（３面記入例参照・２名まで連記可）
に生年月日・身長・体重・胴囲・足のサイズ・視力も書いて、６月２日（必着）
までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿
佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（代表） 発作をおこしやすい方は
ご遠慮ください
●体育施設休場のお知らせ
　 休場期間＝５月３１日（月）～６月４日（金） 杉並第十小学校温水プール（和田
３‐５５‐４９） 休場理由＝換水清掃、機械設備工事のため 同プール�３３１８‐
８７６３または（財）杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）

時 場
内

対
費 申 問

他

時 場
対

費 申

問

時 場
内 対

定 費
申 問

スポーツ教室

時 場 内
対

定 費
申

問 他

時 場
内 問

 
★
杉
並
清
掃
工
場
見
学
会
（
６

月
分
）

　
 

６
月　

日
�
・　

日
�
の

１２

２６

時

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時 

杉
並
清
掃
工
場
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
６
） 

五
〇
名

 

・ 

開
催
日
の
二
日
前
ま
で

に
、
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部

事
務
組
合
総
務
課
文
書
広
報
係

�
５
３
６
１
‐
３
６
１
６
へ（
先

着
順
）

★
緑
の
地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ 

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室　

１
vol

場

定

申

問

　

森
林
の
役
割
を
学
び
、
廃
材

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て

み
よ
う
！

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２９

５
時 

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

 

小
・
中
学
生 

二
〇
名
程
度

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
５
月

　

日
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
泉

２８自
由
学
校
環
境
教
育
室
�
５
３

時
場

対

定

費

申

問

７
６
‐
３
２
７
２
へ
（
先
着
順
）

○２ 
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年�月��日（金曜日）

◆６月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２１日午前９時３０分～
１０時３０分

２３日
午前９時～１０時

２４日
午前１０時～１０時３０分

４日
午後１時１５分～３時

３日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談（計
測）・子育て交流

３・１０日２・９・１６・２３日９・１６・３０日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの９日は午後１時１５分～、１６日は１時～、３０日は午前９時１５分～、高井戸保健

センターの９日・上井草保健センターの１０日は午後１時～）
５日（事前申込制）１７日（事前申込制）１６日（事前申込制）２３日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時から）

１７日
午後１時３０分～３時３０分

１７日
午前１０時３０分～１１時３０分

２５日
午後１時３０分～３時３０分

１７日
午前１０時３０分～正午

２日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１４日午後１時１５分～２時３０分
２１日午前９時～１０時３０分　

９日午後１時１５分～２時３０分
２３日午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

７・９・２１日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１２日（土）午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

１７日午後１時３０分～３日午後１時３０分～１８日午後１時３０分～９日午後１時３０分～２日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

３日
午後１時３０分～

２１日
午後１時３０分～

４・１１日
午後１時３０分～

３・１７日
午後１時３０分～

１７日午後１時３０分～
２３日午後２時～精神保健相談（無料）…電話

予約
和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。 
２．歯科相談は、各保健センターで行っています（要電話予約）。

※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１‐１５９９

�３３９８‐５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

東京都保健医療情報センターひまわり   �５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター  �３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
日曜・祝日：午前９時～午後５時（受付は４時まで）【歯　科】

平日：午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

土曜日：午後１時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

急病診療のご案内

　いよいよ新緑の時
季を迎え、心にもか
らだにもやさしい季
節がやってきまし

た。山の中腹に位置するここ《コ
ニファーいわびつ》でも、木々
の新芽や山菜たちが顔を出し始
め、辺りは淡い緑色に染まりは
じめています。外を歩けば鳥た
ちも元気にさえずり、２０種類近
くの野鳥を観ることができます。また、６月中旬から７月中旬にはホテル
の近くにある『ホタル水路』で蛍が観られます。夕食後のひとときに足を
運んでみてはいかがでしょうか。きっと訪れる皆さんをいやしてくれるこ
とでしょう。
　さて、今年も近隣のゴルフ場との提携を行っています。これからの季節、
気の合う仲間と一緒にプレーしてみてはいかがでしょうか。お気軽にお問
い合わせください。
　コニファーいわびつでは、この大自然の中で、ぜいたくな安らぎといや
しの空間を提供します。

　富士学園は小学生
の移動教室としても
利用されている施設
です。今のところ休

前日でも比較的予約が取りやす
くなっています。夏休みもまだ
まだ予約受付中です。
　東京から２時間少々、周辺に
は見どころもたくさんありま
す。名水で有名な忍野八海は徒
歩１０分。そばやほうとう、団子作りの体験ができる場所や富士山レーダー
ドーム館もできて、楽しみ方はいろいろです。施設内には体育館もあり、
格安で利用できます。夕食後に家族で卓球大会などもいかがでしょうか。
とにかく一度きて楽しんでください。また、グループや団体利用について
も気軽にご相談ください。

気軽に泊まってください！

富士学園

　弓ケ浜は伊豆の最
南端、石廊崎と歴史
の町下田のほぼ中間
にあり、ゆったりく

つろぐのに最高です。新鮮な魚
介類のおいしい料理と、館内に
ある天然温泉は、訪れたお客さ
まをきっと満足させてくれま
す。
◇下田は開港１５０周年
　９月まで楽しいイベントが盛りだくさん。開港当時にタイムスリップし
てみませんか。６月には下田港が一望に見わたせる下田公園であじさい祭
が行われます。３００万輪の色彩をお楽しみください。
◇伊豆三大美浜の弓ケ浜
　１２００メートルも続く白砂の弓ケ浜。 紺  碧 の海があなたの気分を 爽  快 にし

こん ぺき そう かい

てくれます。タライ岬からの展望、逢ケ浜での磯遊びは、新鮮な感動を与
えてくれるでしょう。
◇花いっぱいの南伊豆

▽６月上旬～７月上旬＝ササユリ　 ▽７月中旬～８月中旬＝ユウスゲ

▽７月中旬～８月＝ 古  代  蓮 の花　　 ▽８月＝ハマボウ
こ だい はす

◇夏はやっぱり花火とお祭り！（８月）

▽８月７日＝下賀茂温泉納涼花火大会　 ▽８日＝弓ケ浜花火大会

▽１３日＝中木の火祭り　 ▽１４日＝子浦の盆踊り　 ▽１５日＝妻良の盆踊り

南伊豆の豊かな自然がお迎えします

弓ケ浜クラブ　　　

　都会の雑踏から抜
け出て、良質な温泉
で知られる「万葉の
里」湯河原の湯で、

身も心もいやしてみませんか。
湯河原温泉は、自然がいっぱい
です。６月には目の前の千歳川
で天然の蛍がみられ、７月～８
月は海水浴、１１月には紅葉とみ
かん狩り、２月～３月に観梅、
４月は花見と１年を通じて自然が盛りだくさんです。天然温泉の露天風呂
や湯河原駅までの無料送迎は大好評です。また自治会・町会や老人会の 親 

しん

 睦 旅行にもうってつけです。ぜひ、ご相談ください。
ぼく

＜杉菜からのおしらせ＞
　今年度からお正月（１２月３１日～１月３日）の予約方法を変更します。年
末年始の予約は、電話のみで受け付けさせていただきます。
　また、ご予約の範囲を２部屋・２泊までとさせていただきます。より多
くの区民の皆さんにご利用していただくためご協力をお願いします。

 ・ ０２７９‐６８‐５３３８申 問 ・ ０１２０‐８４４‐８９１申 問

山梨県忍野村

静岡県南伊豆町
 ・ ０３‐５８１９‐５５１２申 問

静岡県南伊豆町

天然温泉の露天風呂が大好評

湯の里「杉菜」 神奈川県湯河原町
 ・ ０１２０‐４６５‐００２申 問

夕食後はホタル観賞

ホテル・コニファーいわびつ 群馬県吾妻町

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万４２２６人（１６３７増）
　男　／２４万８７２９人（６８６増）
　女　／２６万５４９７人（９５１増）
世帯／２７万７６５４　（１５０２増）

外
国
人
登
録

人口／１万１６５９人（２３６増）
　男　／　　５８６５人（１０２増）
　女　／　　５７９４人（１３４増）
世帯／　　９４８５　（２４１増）

１６年５月１日現在、（　）は前月比

総人口／５２万５８８５人（１８７３増）

山梨県忍野村山梨県忍野村

静岡県南伊豆町静岡県南伊豆町

神奈川県湯河原町神奈川県湯河原町

群馬県吾妻町群馬県吾妻町


